
【改訂履歴】
版（改訂年月） 項目１ 項目２ 項目３ ページ 主な改訂内容（概要）

表紙
- - - 表記修正

　・「令和６年度版」→「令和７年度版」

目次
- - - 表記修正

・「庁内推進組織：環境マネージャー会議の役割」を削除

環境マネジメントシステム
とは

- - - 表記修正
・PDCAサイクルの図について、内容を修正

用語
F-e運用年度

- 2 表記修正
・「→目標設定チームによる審議・設定」を削除

用語
目標

- 2 表記修正
・「目標設定チームで素案を作成する。」 を削除

用語
数値目標

- 2 表記修正
・「その他環境影響に関する事項（廃棄物の削減量など）を具体的に数値で
示したもの。」を削除。

用語
ゼロカーボンシティ

- 2 項目追加
・令和７年２月にゼロカーボンシティ宣言をしたことにより追加

用語
環境配慮
環境経営
環境協働

- 2 項目削除
・F-eの目標設定方法について、再検討したことにより削除

用語
点検・評価

- 2 表記修正
・「監査チーム（市民、環境マネージャー、環境政策の専門家）により、
トップの方針に基づく取組状況や運用状況の点検を行うこととする。また、
水平展開が望まれる環境負荷低減をはじめとした良い取組の抽出に加え、そ
の取組の評価や取組状況の点検を実施することとする。（全部署を対象）
」→「監査チーム（市民、環境政策の専門家）により、市内事業者が取り組
む環境配慮行動を確認するとともに、優良な取組を市民へ発信し、行動変容
を促す。」
・枠外に「＊点検・評価については、令和７年度に再定義」を追加

【組織の定義】 - 3 表記修正・項目削除
該当項目について、推進体制の変更に伴い、環境マネージャー、目標設定
チーム等の表記を削除

用語
監査チーム

- 3 表記修正
・「福生市の取組を監査及び取組の助言を行うための組織。市民、環境マ
ネージャー、環境政策の専門家により組織される。 」→「ゼロカーボンシ
ティに向けて、市内事業者の取組を確認・発信することで、市民等の行動変
容を促すための組織。市民、環境政策の専門家により組織される。」
・枠外に「＊点検・評価については、令和７年度に再定義」を追加

F-e推進体制と役割
- - 4 表記修正

・現状に合わせて内容を修正

年間運用スケジュール
- - 5 表記修正

「点検・評価」翌年１～２月→「取組報告・確認」翌年２～３月

このハンドブックについて

- -

5

表記修正
・「各職場における取組項目の実施状況について、年に１回、市民等で構成
された監査チームが各職場を訪れて確認します。点検・評価に際しての助言
を受け、環境負荷低減に向けた取組を進めていきましょう。」を削除

令和７年９月

F-eの用語の定義
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版（改訂年月） 項目１ 項目２ 項目３ ページ 主な改訂内容（概要）

- - 8 表記修正
・「具体的な行動など」→「具体的な行動など（取組項目）」

全職員に共通した取組

１　各職場において環境配
慮行動を実践すること

9 表記修正
　・「⑥室内の温度：夏季28℃以上、冬季20℃以下を徹底する。～」→「⑥
室内の温度：夏季28℃、冬季20℃を目安とし、気象状況等を考慮し、適切な
室温管理を図る。～」

各部署・施設での取組

１　市議会議員、非常勤職
員、庁舎・施設に常駐・常
在する事業者等に対し、環
境配慮の要請を行うこと

14 表記修正
《環境配慮要請をする対象者の例》について、現状に合わせて内容を修正

庁内推進組織：環境推進委
員会の役割

18 表記修正
該当項目について、推進体制の変更に伴い、監査、環境マネージャー、目標
設定チーム等の表記を削除

庁内推進組織：環境マネー
ジャー会議の役割

項目削除
・F-e推進体制を再検討したことにより削除

表記修正
・「※指定管理者制度導入施設のうち、指定管理者が当該施設に常在・常駐
しない駐車場・自転車駐車場については、F-eの監査対象外とします。」を削
除
・「■市民による点検・評価 について」を削除

表記修正
該当項目について、推進体制の変更に伴い、監査、環境マネージャー、目標
設定チーム等の表記を削除

市としての取組

22 表記修正
該当項目について、推進体制の変更に伴い、監査、環境マネージャー、目標
設定チーム等の表記を削除

F-e様式・資料集 福生市電力の調達に係る環
境配慮方針

- 35～40 表記修正
・方針改定に伴い差し替え

奥付 - - 48 表記修正
・編集・発行年月の更新

21

令和７年９月

指定管理者制度導入施設に
おける取組

具体的な行動など
（取組項目）

１　指定管理者が管理する
公共施設（指定管理者制度
導入施設）においても、F-e
の目標達成に向けた取組を

実践すること
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